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Summer Season 2023SCOT

野外劇場 利賀大山房 利賀山房新利賀山房

8月25日（金）

8月26日（土）

8月27日（日）

9月1日（金）

9月2日（土）

ディオニュソス
15:30

ディオニュソス
16:00

お艶殺し
16:00

楢山節考
12:00

トロイアの女
19:00

トロイアの女
15:00

シンポジウム
利賀・永田町演劇サロンによる対話

9:15 - 12:45

トロイアの女
19:00

創造交流館岩舞台

鈴木忠志トーク
12:00 - 13:30

世界の果てからこんにちはⅠ
19:30

9月3日（日）

世界の果てからこんにちはⅠ
19:00

9月8日（金）

9月9日（土） 世界の果てからこんにちはⅠ
19:00

9月10日（日）

トロイアの女
19:00

トロイアの女
14:00

お艶殺し
13:00

トロイアの女
17:00

ディオニュソス
16:00

泉と涙
21:00

窓の外の結婚式
16:00

５人の演出家による
トーク

17:30 - 19:00

世界の評論家による
シンポジウム
10:00 - 12:00

窓の外の結婚式
21:00

鈴木忠志トーク
10:00 - 11:30

泉と涙
21:00

門
16:00

門
14:00

楢山節考
14:00

鈴木忠志トーク
10:00 - 11:30

男は古い泉を掘っている。遠い昔に枯れた泉。人々はそれを嘲笑するが、彼は
過去の希望を掘り起こすかのように掘り続ける。歴史と現在、人間と環境破壊、
そして未来への希望を描く舞台。利賀の岩舞台のためにジャカルタ演劇協会会
長でもあるバンバン・プリハディが創造した新作。

鈴木忠志（富山県南砺市）、宮城聰（静岡県静岡市）、平田オリザ（兵庫県豊岡市）、
中島諒人（鳥取県鳥取市）が、昨年設立した次世代の日本の演劇人と共同で作品を創
造する会「桃太郎の会」。各地域で創造した作品を利賀で上演します。今年は、特別参
加としてインドネシアの演劇人による作品も加わります。

作・演出：バンバン・プリハディ、芸術監督：鈴木忠志
制作：SCOT（富山）

現代舞台芸術の魅力発信
芸術と地域との連携強化に向けて

令和5年度日本博2.0事業（委託型）

予約には SCOT 倶楽部への登録が必要です。SCOT 倶楽部の会友の方は名前と会友番号をお伝えください。登録がまだの方は名前、住所、
電話番号をお知らせいただき登録を済ませてから、予約してください。複数名で予約される場合は、同伴の方も登録してください。
登録は SCOT 倶楽部公式サイトからもできます。後日、会友証を郵送します。なお、観劇の予約は、会友証がお手元に届く前でもできます。

たは直接利賀の事務所で予約してください。FAX、E-mail、ウェブサイトからの受付は行っていません。

観劇の予約について
予約受付

7月29日（土）
TEL.0763-68-2216 受付時間 10:00～17:00

利賀での活動を応援してくださる皆様に、「SCOT 倶楽部」の会友として登録をしていただいています。会友になっていた
だいた方に優先的に活動のご案内をしています。

利賀におけるSCOTの公演は、公演に対する入場料金を戴くという考え方をとっていません。SCOTの活動自体を応援してくださ
る方から、「お志」を戴くことにしています。皆様のお気持ちに応じて、ご支援の方法を “ご随意に” お決めください。ご随意に

www.scot-suzukicompany.com/scotclub/SCOT倶楽部公式サイト

「お志」を納めてくださる方は、下記にお願いいたします。

郵便振替口座
00780-2-100782
口座名義：SCOT倶楽部 (スコットクラブ)

口座振込
となみ野農協　利賀支店　普通口座　0005807
口座名義：SCOT 倶楽部 (スコットクラブ)

クレジットカード
詳しくは上記のSCOT倶楽部公式サイトをご覧ください。

10:00 受付開始

津波によって 1 人生き残った、とある女性。現在と過去の時間軸を行き来し、
隣にいる夫とは別の男性を思い出しながら、言いようのない悲しみを背負う女
性の物語。それは震災を風化させず、しかも過去の悲しみを乗り越えていく強
さと希望を予感させてくれる。

演出：堀川炎、作：柳美里、芸術監督：平田オリザ
制作：アゴラ企画（兵庫）

『泉と涙』

『窓の外の結婚式』

主催：（公財）利賀文化会議、（独）日本芸術文化振興会、文化庁

日中韓 3 カ国語版『ディオニュソス』
演出：鈴木忠志、原作：エウリピデス、出演：SCOT
狂信的な宗教集団と政治権力の対立。それぞれの集団が創り
出す自己正当性の主張。その争いの中で犠牲となる母親の悲
劇。スズキ・メソッドをマスターした世界の俳優たちが演じ
続けてきたSCOTの代表作。今回は、日本、中国、韓国の俳優
が共演する。今秋、日本ASEAN友好協力50周年記念事業の
メイン・プログラムとして、ジャカルタで上演する舞台。

『世界の果てからこんにちはⅠ』
構成・演出：鈴木忠志、出演：SCOT
宗教人の世俗的会話や日本の民族主義者の妄言、歌謡曲に表
出される自己満足的でセンチメンタルな抒情など、時として
日本人が陥るバランスを欠いた心性によってもたらされる言
葉を批評的に造形している。日本、西洋を問わず様々な歴史的
言語素材を駆使して、華麗な花火と雄大な自然とともに、日本
について考える舞台。

演出：鈴木忠志、原作：エウリピデス、出演：SCOT
約2500年前に戦争の過酷さを描いたギリシア悲劇の傑作。
この戯曲を現代的な視野から構成した鈴木忠志の代表作。
1974年の初演以来、世界20カ国を駆け巡っている。戦争に
よって、家を破壊され家族も失い、誰の助けも得られず「神も
仏もない」と死んでいく孤独な老婆の姿を通して、古代から現
代にまで絶えることなく続く戦争の悲惨さが表現されている。

『トロイアの女』
鈴木忠志が、利賀の歩みと未来について語り、観客の皆様の質
問に答える恒例企画。

「鈴木忠志トーク」

「世界の評論家によるシンポジウム」

バンバン・プリハディ、瀬戸山美咲、石神夏希、堀川炎、伊藤全記の 5 人の
演出家が、観客の質問に答えて、自らの問題意識を語る。
司会：平田オリザ

ユネスコ（国連教育科学文化機関）に属する国際演劇評論家協会（AICT）の
各国を代表する評論家が、今の演劇の課題について討論する。
司会：本橋哲也

「5人の演出家によるトーク」

利賀村では、コロナ禍でも、創造活動、公演活動を継続することができました。そればかりではなく、農耕作業が劇団の活動
に加わり、トマト、ナス、ピーマン、セロリそして、利賀特産の白い伯爵カボチャなど、新鮮な野菜も収穫できるよ
うになり、観客の皆様にもお配りできるまでになりました。
今年は、再び世界から演劇人が集まり、人々が同じ時間と空間を共有する舞台芸術の豊かさを体験し、その大切さを考え
る場になります。
昨年に引き続き、鈴木忠志が理事長を務める利賀文化会議と文化庁、日本芸術文化振興会との共催で、次代の演出家が競
演する事業も行います。また、様々な方が参加するシンポジウムでは、多様な視点から未来を展望する議論を行います。
なお、花火劇『世界の果てからこんにちはⅠ』の終演後には、ご希望の方には、伯爵カボチャをお持ち帰りいただけます。

日本が高度経済成長期にあった 1966 年、都市の人々の生をみつめて書かれ
た別役実の初期作。その上演を通し、高度情報化社会にある現代の生を改めて
問い直す。わたしたちは、いま、何を喪いつつあるのか。果たしてそれを、取
り戻すことはできるのか。

演出：伊藤全記、作：別役実、芸術監督：中島諒人
制作：鳥の劇場（鳥取）

『門』

主人公おりんは「山へ行く」日を目標に、過剰なエネルギーを持続しながら
生きている。そこには棄老伝説という言葉のもつ暗さとは逆の、強さと明る
さがある。民間信仰における死生観、それを通して、現代人が失った生命力
の根を問い直す。

演出：瀬戸山美咲、原作：深沢七郎、芸術監督：鈴木忠志
制作：SCOT（富山）

『楢山節考』

裕福な質屋の一人娘・お艶と、奉公人・新助の駆け落ちの顛末を描いた、文豪・
谷崎潤一郎の初期小説『お艶殺し』。情熱のままに突き進み、転落しながらも
愛し続けることを止めない若者たちの生命力あふれる姿を現代に通じる物語と
して描き出す。

演出：石神夏希、作：谷崎潤一郎、芸術監督：宮城聰
制作：SPAC－静岡県舞台芸術センター（静岡）

『お艶殺し』


